平成２７年第１１回定例会会議録要旨
◆開催日時　　平成２７年１１月２７日（金）　　午後３時開会　　　　　
◆開催場所　　国富町農村環境改善センター　Ｃ会議室
　　　　　　　　　　　　
◆出席委員　　木下正明　　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一
◆欠席委員　　な　　し
◆出席職員（事務局）　　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　清水孝英　　横山香代
　　　　　　　　　　　　　
◆議　　案　　議案第49号　平成28年度国富町立小・中学校入学式について
◆教育長報告要旨（１１月１日～１１月３０日行事実績）
教育総務課
11月12日（木）心の教育充実事業「中学生講演会」
　　福岡県で助産師をされている内田美智子先生を講師に迎え、「いのちをいただいて、つなぐ
こと～いずれ一人で生きていく君たちへ～」というテーマで講演いただいた。以前から呼び
たかったと言うだけのことはあり、映像の場面は特に感動していた。「生」の反対は「死」
ではなく「生まれないこと」、おなかの中で亡くなり「生」を持って生まれることのできな
かった子どもを一晩中抱いて母乳を口元にそっと与える母親のお話をされ、助産師として、
陣痛を堪え頑張っているお母さんに、「生」ならば頑張れと声をかけることができるが、「生
まれないこと」の場合は、なんと声をかけていいのかというお話をされた。中学生もこの世
に生をうけたことの奇跡や両親への感謝の心を感じていたようだった。お出でいただいて本
当に良かった。
11月16日（月）市町村教育委員と県教育委員との意見交換会
委員長に参加いただいた。ありがとうございました。テーマは「不登校」でした。
　11月17日（火）八代中学校計画訪問
　　一人ひとりに力をつける授業をしている。皆を伸ばす学校で、授業はとても充実している。
副町長に、今回、大型モニターを使用した授業を見ることができることをお話したところ、
参加してくださり、町予算で全学級に整備した大型モニターの活用状況を見て感激されてい
た。
社会教育課
11月20日（金）婦人団体連絡協議会講演会
フリーアナウンサーの坂井淳子氏を講師に迎え、「あなたの力」と題しご講演いただいた。
かなりたくさんの方が参加された。
　11月22日（日）第23回区対抗ソフトバレーボール大会
以前はバレーボール大会だったが、競技をソフトバレーに変え、そのことにより参加チー
ムが少し増えた。今年は男子13チーム、女子12チーム計25チームの参加があった。
学校給食共同調理場
11月19日（木）・20日（金）八代中学校職場体験学習受入
　　　　　
◆会議録要旨
◇議案第49号　平成28年度国富町立小・中学校入学式について
国富町立学校管理運営規則14条で入学式は４月10日までに行うものとし、期日は教育委員会が定めるものとなっている。国富町立学校管理運営規則（平成14年国富町教育委員会規則第８号）第14条第１項の規定に基づき、小学校入学式を平成28年４月８日金曜日、中学校入学式を平成28年４月７日木曜日に定める。
　　　　【原案のとおり決定】
◆その他
◇各課長が行事予定表に基づき説明
◇平成27年度国富町立小中学校卒業式について
　国富町立学校管理運営規則により、小学校は３月23日以降に、中学校は３月16日以降に行うこととなっており、学校長が教育委員会の意見を聞いて定める。本年度は、小学校卒業式が平成28年３月24日木曜日に、中学校卒業式が平成28年３月16日水曜日に挙行される。
◇「知事に伝えよう　私の思い」について
この参加者は、先にありました青少年の主張宮崎県大会において、中学生の部と高校生の部で上位入賞した方が対象となり、国富町からは本庄中の渡辺蘭さんが参加。
◇八代中学校の計画訪問について（報告）
　朝の登校は普段から早いようで、７時45分にはほとんど登校は完了している状況だった。挨拶が大変よく、校内では「立ち止まり挨拶」が徹底されていた。規模の小さい学校なので、同じ生徒と何度か会ったが、その度にしっかりと挨拶をしており、県教委の訪問者の方々も感心されていた。授業の開始前に先生も教室に入り、生徒たちはチャイム前に黙想して授業に待機し、チャイムとともに授業開始の号令をしていた。授業でも大きな声で挨拶をするのがとても気持ちがよく、全てに大きな声で返事をしており、「ありがとうございます」と素直に大きな声で言う姿に感心した。
大型モニターと実物投影機を使用した授業を見学し、画面が大きいので、視覚に訴えることができ、授業に集中できるという印象だった。生徒のノートやワークシートを映し出し、生徒の解答に対しての指導ができるのが凄いと感じた。大型モニターだけでなく板書も大事にしているとのこと。
また、学校全体が綺麗な印象を受けた。校内の掲示物もすっきり整然と掲示してあり、教室の後ろの棚も整理整頓されていた。小規模校ならではの目配り気配りがされていた。
学校・生徒・地域の方々が凄く密着しており、八代地区全体で盛り上げているという感じを受けた。地域の清掃活動などに教師と生徒で参加しているとのことだった。
◇市町村教育委員と県教育委員との意見交換会について（参加報告）
　テーマは「不登校の現状と今後の取り組みについて」だった。２ブロックに別れ、現状などの意見交換を行ったが、今後の対策までは話が及ばなかった。串間市の報告では、中学校では登校することができなかった生徒が高校生となった現在は毎日元気に学校に通い、成績もトップクラスであるという事例報告があった。宮崎市では市が大きいので、小学校で60人程度、中学校では300人を超える人数が報告されているとのこと。西米良村では小さい村なので、学校を休む児童生徒はほとんどないが、地域全体で声かけをして見守ってきているので、中学校を卒業して高校で村外に出てからのことが心配であるとのことだった。また、福祉等の他の機関と連携して「親の教育」をしなくてはならないという意見もあった。不登校の子どもにはできるだけ小さいうちに手立てをしてやるのがいいのではというのが参加されていた皆さんの意見だった。
◇八代小学校スクールバスについて（状況報告）
11月10日に副町長と事前協議をしたところ、教育委員の皆さんの意見を聞きたいとのことだったので、皆様のご意見を伺いたいと思う。
（資料「八代小学校スクールバス通学について」を基に説明する）
永田地区は通学距離が2.7ｋだが、旧深年校区のため、スクールバス通学になる。旧八代小校区では伊左生地区の吹上区だけは通学距離が４ｋを超えるのでスクールバス通学になるが、それ以外は徒歩通学となる。徒歩通学の中で一番距離が長いのは伊左生地区の3.5ｋになる。
【意見】
○スクールバスはどうだろうかという問いかけではなく、スクールバスがいいという視点で全てが進められていることが疑問。統廃合の時にスクールバスになると聞いて、小学校の時期に体力や忍耐力、判断力を付けたりといったことが出来ずに６年間を過ごす子どもたちが逆に可哀相だと思った。地区によって距離の違いはあるかもしれないが、子どもの為には基本歩いて通学し、小学校の６年間で基礎的な生きていく力をつけていくことが重要だと思う。現状のままでいいと思う。
○体力がないと言われるが、体力テストの結果は全国平均値と比べても劣っていないそうだ。たぶん都会の子どもの方がもっと歩いているはずだ。体力ではなく忍耐力が重要だと思う。スクールバスでは、冬は暖房・夏は冷房で暑さ・寒さを知らずに登校し、忍耐力をつけることが出来ないと思う。季節感を感じることもないと思う。歩くことで自然を感じ、実際に見て、自ら考えることも一つの学習なのでは。スクールバス通学区域の変更には反対だ。
○統廃合のときは、八代小を基準として北俣地区と深年地区はスクールバスでどうかということで、両校区の地域の方々が了解してスクールバス運行が始まったという経緯がある。世代が変わり考え方も変わったのかもしれないが、現状でよいと思う。地域の人は、地域から学校がなくなることへの拘りがあり、その代わりにスクールバスということで、皆が理解していた。地域の意見であり、保護者だけの問題ではないと思う。当時と保護者が変わっているので、再度耳を貸し、きちんと話し合いをして、理解してもらわなければならないが、今回の保護者の思いに欠けているものがあるとすれば、あの時、地域から学校がなくなった人々の寂しさという部分への配慮が足りないと思う。再度、筋道立てて答える必要があると思う。
○安心・安全を前面に出しスクールバスの全地区運行を要望されているが、他の方法で安心・安全は対策できると思う。
○安心・安全を一番に考える対策は必要なので、先ずはＰＴＡと協力して、安心して登下校できる体制を考えている。議会でも、地域での「みまもり隊」を組織したらどうかという声があった。各学校それぞれの地域に立って登下校を見守っていただく「安全みまもり隊」を全学校に組織してはと考えている。くにとみ教育ビジョンに掲げている「地域のつながり」の中でも表しているが、地域の力がある町なので、みんなで見守る体制は安全対策として成り立つと思う。
○他学校区では地域の高齢者の方々に協力いただき、下校時には家の前に椅子を出して座って、見守
っているのを見た。そのような光景も和やかであり、地域で子どもを見守るのはとてもいいと思う。
　　　　【教育委員会の意見としては、スクールバス運行については現状どおりとする。
安全対策としては、安全みまもり隊を組織化する。】
◇次回の議題について
就学指導や町の特別支援に関して、町の現状や保護者との対応等について聞きたいということだが、議題になるようであれば、次回の定例教育委員会時に担当に在席してもらい説明をしてもらう。特別支援学級は子どものための場なのだが保護者の理解が得られない場合もある。
第１回総合教育会議は内容の濃いものにしたいと考えている。総合教育会議の位置づけや施策の大綱をどうするかなどあるが、先ずは、聞きたいことや話したいことを定例教育委員会で議題としてあげ、次回からテーマを絞って提案すればいいのではないか。
（閉会午後４時３０分）
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